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ワン
ポイント

5月 （皐月）MAY

日 月 火 水 木 金 土

◆  5 月 の 税 務 と 労 務

5 2022（令和4年）

申請による換価の猶予　国税を一時に納付すると事業の継続又は生活の維持が困難な
場合、「申請による換価の猶予」を利用できる場合があります。その国税の納期限から半
年以内に所轄税務署長に申請を行い認められると、原則1年間に限り納税が猶予されます。
また、その間の延滞税の軽減や、財産の差押えが猶予されます。

国　税／�4月分源泉所得税の納付� 5月10日
国　税／�3月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 5月31日
国　税／�9月決算法人の中間申告� 5月31日
国　税／�6月、9月、12月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合）� 5月31日
国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告（年3回

の場合）� 5月31日
国　税／�確定申告税額の延納届出による延納税額の

納付� 5月31日
国　税／�特別農業所得者の承認申請� 5月16日

地方税／�自動車税・鉱区税の納付�
� 都道府県の条例で定める日
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5 月号─2

　

シ
フ
ト
制
に
よ
る
就
業
形
態
は
、

契
約
当
事
者
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
得
る
一
方
で
、
時
に
は
そ
の
運

用
を
め
ぐ
り
労
働
紛
争
が
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
４
年
１
月
７
日
に

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
﹃
い
わ
ゆ

る
「
シ
フ
ト
制
」
に
よ
り
就
業
す
る

労
働
者
の
適
切
な
雇
用
管
理
を
行
う

た
め
の
留
意
事
項
﹄
の
う
ち
、
主
に

労
働
契
約
の
締
結
や
労
働
時
間
の
取

扱
い
に
関
す
る
運
用
上
の
留
意
点
に

つ
い
て
触
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
文
中
で
の「
シ
フ
ト
制
」

は
、あ
ら
か
じ
め
具
体
的
な
労
働
日
、

労
働
時
間
を
決
め
ず
、
シ
フ
ト
表
等

に
よ
り
柔
軟
に
労
働
日
、
労
働
時
間

が
決
ま
る
勤
務
形
態
を
指
し
、
い
わ

ゆ
る
交
替
勤
務
（
年
や
月
な
ど
の
一

定
期
間
に
お
け
る
労
働
日
数
や
労
働

時
間
数
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
上

で
、
就
業
規
則
等
に
定
め
ら
れ
た
勤

務
時
間
の
パ
タ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ

て
勤
務
す
る
形
態
）を
除
き
ま
す
。

一 

シ
フ
ト
制
採
用
の
現
況
等

㈠　

現
況

　

人
手
不
足
や
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
、
季
節
的
な
需
要
の
繁
閑
へ

の
対
処
等
を
背
景
と
し
て
、
労
働
日

や
労
働
時
間
を
一
定
期
間
ご
と
に
調

整
し
、
特
定
す
る
よ
う
な
働
き
方
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

典
型
的
な
ケ
ー
ス
で
は
、
労
働
契

約
の
締
結
時
点
で
は
労
働
日
や
労
働

時
間
を
確
定
的
に
定
め
ず
、
一
定
期

間
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
勤
務
割
や
勤

務
シ
フ
ト
な
ど
に
お
い
て
初
め
て
具

体
的
な
労
働
日
や
労
働
時
間
が
確
定

す
る
よ
う
な
形
態
が
取
ら
れ
て
い
ま

す
。

㈡　

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

①　

メ
リ
ッ
ト

　
　

そ
の
時
々
の
事
情
に
応
じ
て
柔

軟
に
労
働
日
・
労
働
時
間
を
設
定

で
き
ま
す
。

②　

デ
メ
リ
ッ
ト

　
　

使
用
者
の
都
合
に
よ
り
、
労
働

日
が
ほ
と
ん
ど
設
定
さ
れ
な
か
っ

た
り
、
労
働
者
の
希
望
を
超
え
る

労
働
日
数
が
設
定
さ
れ
、
労
働
紛

争
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

二 

シ
フ
ト
制
労
働
契
約
に
関
す
る

 

留
意
事
項

㈠　

労
働
契
約
の
締
結

①　

労
働
条
件
の
明
示

　
　

シ
フ
ト
制
労
働
契
約
に
つ
い
て

も
、
労
働
契
約
の
締
結
時
に
労
働

基
準
法
所
定
の
事
項
を
明
示
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中

で
も
特
に
問
題
と
な
り
や
す
い「
始

業
及
び
終
業
の
時
刻
」
や
「
休
日
」

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ａ　

始
業
及
び
終
業
の
時
刻

　

労
働
条
件
通
知
書
等
に
は
、
単

に
「
シ
フ
ト
に
よ
る
」
と
記
載
す

る
の
で
は
足
り
ず
、
労
働
日
ご
と

の
始
業
及
び
終
業
時
刻
を
明
記
す

る
か
、
原
則
的
な
始
業
及
び
終
業

時
刻
を
記
載
し
た
上
で
労
働
契
約

の
締
結
と
同
時
に
定
め
る
一
定
期

間
分
の
シ
フ
ト
表
等
を
あ
わ
せ
て

労
働
者
に
交
付
す
る
な
ど
の
対
応

が
必
要
で
す
。

　

ｂ　

休
日

　

労
働
契
約
の
締
結
時
に
休
日
が

定
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
を

明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
曜
日
等
が
確

定
し
て
い
な
い
場
合
は
、
休
日
の

設
定
に
か
か
る
基
本
的
な
考
え
方

な
ど
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

②　

就
業
規
則
へ
の
規
定

　
　

同
一
事
業
場
に
お
い
て
、
労
働

者
の
勤
務
態
様
、
職
種
等
に
よ
っ

て
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
や
休
日

が
異
な
る
場
合
に
は
、勤
務
態
様
、

職
種
等
の
別
ご
と
に
始
業
及
び
終

業
の
時
刻
等
を
規
定
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
　

シ
フ
ト
制
労
働
者
に
関
し
て
、

就
業
規
則
上
「
個
別
の
労
働
契
約

に
よ
る
」、「
シ
フ
ト
に
よ
る
」
と

の
記
載
の
み
に
と
ど
め
た
場
合
、

就
業
規
則
の
作
成
義
務
を
果
た
し

た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
基
本

と
な
る
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
や

休
日
を
定
め
た
上
で
、「
具
体
的

に
は
個
別
の
労
働
契
約
で
定
め

る
」、「
具
体
的
に
は
シ
フ
ト
に
よ

る
」
旨
を
定
め
る
こ
と
は
差
し
支

え
あ
り
ま
せ
ん
。

③　

労
働
契
約
に
定
め
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
事
項

シ
フ
ト
制

雇
用
管
理
の
留
意
事
項



3─5月号

a　

シ
フ
ト
作
成
・
変
更

　
　

使
用
者
及
び
労
働
者
双
方
の
立

場
か
ら
労
働
条
件
の
予
見
可
能
性

を
高
め
、
労
働
紛
争
を
防
止
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
シ
フ
ト
制
労

働
者
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
使
用

者
が
一
方
的
に
シ
フ
ト
を
決
め
る

こ
と
は
望
ま
し
く
な
く
、
使
用
者

と
労
働
者
で
話
し
合
っ
て
シ
フ
ト

の
決
定
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め

て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

〈
シ
フ
ト
作
成
ル
ー
ル
の
例
〉

・
シ
フ
ト
表
な
ど
の
作
成
に
当
た

り
、
事
前
に
労
働
者
の
意
見
を

聴
取

・
確
定
し
た
シ
フ
ト
表
な
ど
を
労

働
者
に
通
知
す
る
期
限
や
方
法

　
〈
シ
フ
ト
変
更
ル
ー
ル
の
例
〉

・
シ
フ
ト
の
期
間
開
始
前
に
、
確

定
し
た
シ
フ
ト
表
な
ど
に
お
け

る
労
働
日
、
労
働
時
間
等
の
変

更
を
使
用
者
又
は
労
働
者
が
申

し
出
る
場
合
の
期
限
や
手
続

・
シ
フ
ト
の
期
間
開
始
後
に
、
使

用
者
又
は
労
働
者
の
都
合
で
、

確
定
し
た
シ
フ
ト
表
な
ど
に
お

け
る
労
働
日
、
労
働
時
間
等
を

変
更
す
る
場
合
の
期
限
や
手
続

b　

労
働
日
、
労
働
時
間
な
ど
の

設
定

　
　

労
働
者
の
労
働
契
約
の
内
容
に

関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
そ

の
基
本
的
な
考
え
方
を
労
働
契
約

に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め

て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　

例
え
ば
、
労
働
者
の
希
望
に
応

じ
て
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
使
用
者
と
労
働
者
で
話

し
合
っ
て
合
意
し
て
お
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

・
一
定
の
期
間
に
お
い
て
、
労
働

す
る
可
能
性
が
あ
る
最
大
の
日

数
、
時
間
数
、
時
間
帯（
例
：「
毎

週
月
、
水
、
金
曜
日
か
ら
勤
務

す
る
日
を
シ
フ
ト
で
指
定
す
る
」

な
ど
）

・
一
定
の
期
間
に
お
い
て
、
目
安

と
な
る
労
働
日
数
、
労
働
時
間

数
（
例
：「
１
か
月
○
日
程
度

勤
務
」、「
１
週
間
当
た
り
平
均

○
時
間
勤
務
」な
ど
）

　
　

こ
れ
ら
に
併
せ
る
等
し
て
、
一

定
の
期
間
に
お
い
て
最
低
限
労
働

す
る
日
数
、
時
間
数
な
ど
に
つ
い

て
定
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
例
：「
１
か
月
○
日
以
上
勤
務
」、

「
少
な
く
と
も
毎
週
月
曜
日
は
シ

フ
ト
に
入
る
」な
ど
）

㈡�　

実
際
に
労
働
さ
せ
る
に
当
た
っ

て
の
労
働
時
間
等
の
扱
い

①　

労
働
時
間

　
　

シ
フ
ト
制
労
働
者
の
場
合
で
あ

っ
て
も
、
１
日
８
時
間
以
内
、
１

週
40
時
間
以
内
の
法
定
労
働
時
間

を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
り
、
法
定

労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る

場
合
や
法
定
休
日
に
労
働
さ
せ
る

場
合
は
、
労
使
協
定
（
36
協
定
）

を
締
結
し
、
労
働
基
準
監
督
署
に

届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②　

休
憩

　
　

シ
フ
ト
制
労
働
者
の
場
合
で
あ

っ
て
も
、
労
働
時
間
が
６
時
間
を

超
え
る
場
合
は
少
な
く
と
も
45

分
、
８
時
間
を
超
え
る
場
合
は
少

な
く
と
も
１
時
間
の
休
憩
時
間
を

労
働
時
間
の
途
中
に
与
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

③　

年
次
有
給
休
暇

　
　

シ
フ
ト
制
労
働
者
の
場
合
で
あ

っ
て
も
、
雇
入
れ
の
日
か
ら
起
算

し
て
６
か
月
間
継
続
勤
務
し
、
全

労
働
日
の
８
割
以
上
出
勤
し
た
と

き
は
、
労
働
基
準
法
所
定
の
日
数

の
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

た
と
え
雇
用
契
約
の
契
約
期
間

が
６
か
月
未
満
で
あ
っ
て
も
、
契

約
が
更
新
さ
れ
て
６
か
月
以
上
に

及
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
６
か
月

間
継
続
勤
務
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
所
定
労
働
日
数
が
少
な

い
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
労
働
日

数
に
応
じ
た
日
数
分
の
年
次
有
給

休
暇
を
与
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

㈢　

そ
の
他

①　

解
雇

　
　

シ
フ
ト
制
労
働
者
と
「
期
間
の

定
め
が
あ
る
労
働
契
約
」
を
締
結

し
て
い
る
場
合
、
期
間
中
は
や
む

を
得
な
い
事
由
が
な
け
れ
ば
解
雇

で
き
ず
、
ま
た
、
期
間
の
定
め
が

な
い
場
合
で
も
、
客
観
的
に
合
理

的
な
理
由
等
が
な
け
れ
ば
解
雇
で

き
ま
せ
ん
。

②　

雇
止
め

　
　

一
定
の
場
合
（
解
雇
と
社
会
通

念
上
同
視
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
な
ど
）
に
は
、
労
働
者
か
ら

の
有
期
労
働
契
約
の
更
新
等
の
申

込
み
を
使
用
者
が
拒
否
す
る
こ
と

（
雇
止
め
）が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
契
約
が
３
回
以
上
更
新

さ
れ
て
い
る
か
、
労
働
者
が
雇
入

れ
日
か
ら
１
年
を
超
え
て
継
続
勤

務
し
て
い
る
場
合
、
雇
止
め
に
は

契
約
満
了
日
の
30
日
前
ま
で
の
予

告
が
必
要
で
す
。



5 月号─4

　労災保険料には、事業場の災害の多寡に
応じ、労災保険率または労災保険料額を上
げ下げする仕組みがあり、これを「メリッ
ト制」といいます。
　事業の種類が同一であっても作業工程、
機械設備あるいは作業環境の良否、事業主
の災害防止努力の如何等により事業ごとの
災害率に差があるため、事業主負担の公平
性および事業主の災害防止努力をより一層
促進する観点から設けられたものです。
　令和3年11月に労働保険料徴収法施行
規則が改正され、新型コロナウイルス感染
症（以下、新型コロナといいます。）に関す
る保険給付及び特別支給金の額について
は、メリット収支率の算定に反映させない
こととされました。
　これは、新型コロナの流行に伴って、

　①�　事業主が十分に衛生環境の整備に努
めても、新型コロナの感染を完全に防
ぐことは難しいこと

　②�　医療・介護の事業はもとより、幅広
い業種について政府が緊急事態宣言時
の業務継続を要請していること

　などを踏まえたものです。
　これにより、労働者が業務に関連して新
型コロナに感染し、労災保険から保険給付
等が支給されることとなった場合であって
も、事業場の労災保険料率・保険料額の引
上げは行われないこととなりました。
〈参考〉
　メリット制は、全事業場が対象となるわ
けではなく、一定規模以上等の要件があり
ます。
　業務災害が多発し保険給付の支給が多い
ときには保険料率（または額）が引き上げ
られ、災害発生を抑える努力をし、保険給
付が少ないときは保険料率（または額）が
引き下げられることもあります。

新型コロナウイルス感染症
に関する労働保険料におけ
る「メリット制」

　労働者派遣法では、港湾運送業務・建設
業務・警備業務・病院等における医療関係
業務（例外あり）は、適用除外業務とされ
労働者派遣事業を行うことができません。
　ただし、医療関係業務については、紹介
予定派遣・産前産後休業や育児介護休業を
取得した労働者の業務・へき地への医師や
看護師等（看護師等は令和3年4月より）の
派遣など一定の場合には、例外として労働
者派遣が認められています。
　令和4年1月21日に、例外として派遣
できる業務が追加され、「看護師および准
看護師が行う診療補助行為等のうち、新型
コロナウイルス感染症に係るもの」であって、
へき地以外の臨時の医療施設における業務
が追加されました。今回の例外措置は、従
事者（看護職員）、場所（へき地以外の臨時
の医療施設）、期間（令和5年3月31日まで）
を限定の上で、労働者派遣が可能とされて
いることに注意を要します。

看護師の労働者派遣禁止 
の例外
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情
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す
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。
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す
る
議
論
は
、
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す
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が
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れ

て
き
ま
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た
。

　

サ
イ
ト
で
は
、「
分
野
」、「
資
格
」、

「
給
付
金
や
奨
学
金
等
の
支
援
」、「
土

日
・
夜
間
開
講
」
な
ど
希
望
に
沿
っ

た
条
件
で
講
座
を
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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